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｢個人と集団の良い関係」の特集にあたって

ﾌーﾆﾗ壱壱帯一こう

熊本大学

藤中隆久

本特集は、平成22年9月25日、熊本大学

に於いて、日本人問'性心理学会第29回大会の

理事会企画シンポジウムとして開催されたもの

をもとに、編集されたものである。シンポジウ

ムを企画した背景には、以下のような問題意識

があった。すなわち、我々の学会では常に現実

社会の問題にコミットしてゆく姿勢が問われて

いるはずだが、それならば現代社会が抱えるあ

る種の問題を、「個人と集団の関係」として、

人間』性心理学的に読み解くことはできないだろ

うか、また、そのような読解が可能であれば、

人間'性心理学はそれらの問題にどのような解を

与えることができるのだろうか、という問題意

識である。

現代社会の問題として、学校現場でのいじめ

における少数の当事者と多数の傍観者という構

造、モンスターペアレンツの出現、医療現場に

おける地域格差、モンスターペイシェントの出

現、医師の立ち去り型サボタージュ、さらには

格差社会、無縁社会、少子化社会などを取り上

げたとき、その背後には「個人と集団の関係」

があると考えられる。この両者の関係が昔と変

わってきたことにより、これらの現代的問題は

起こってきたと見立てても、そう大きくはずれ

てはいないであろう。

例えば、いじめの傍観者は、教室の一角で発

生したいじめでも、自分には全く関係のない問

題であると思っている。自らが属する集団内に

いじめが発生したのであれば、本来、自分にも

その発生に関する責任の一端はあると考えても

良いのではないだろうか。あるいは、自らが属

する集団でいじめが進行しているのならば、そ

れを止める責任の一端は、集団の構成員一人一

人にもあり、それはとりもなおさずこの自分に

もあると考えても良いのではないだろうか。と

ころが､現代の教室に集う多くの子どもたちは、

そのようには考えなくなっていて、圧倒的多数

の子どもが、少数の人間によって繰り広げられ

る目の前のいじめを傍観し、ゆえにいじめはエ

スカレートし、時には取り返しのつかない事態

まで発展したりもするのである。しかし､また、

多くの子どもたちは、そのような事態になって

もなお、いじめを起こした加害者及びそれを阻

止する役割を果たせなかった教師にのみ、全責

任があると考えているのであろう。しかし、こ

れは、教室だけの問題ではない。現代の社会全

体もそうなっているのである。むしろ、社会全

体が私事化社会となったことに伴い、教室もそ

のようになったのだ、と見立てる方がより正確

であると言えよう。

構成員の意識が私事化された集団において

は、集団は、ただの多数の人の集まりという様

相を呈し、集団が集団としての機能を果たし得

なくなる。構成員の一人一人が、集団の構成員
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